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研　究　者　　殿

独立行政法人　宇宙航空研究開発機構　　

　　宇宙科学研究本部長　　井上　一

平成１８年度共同研究（スペース・プラズマ）の公募について

宇宙科学研究本部に設置されているスペースチェンバー（低密度プラズマ大型実験装置）、高密度プラズマ発生装置、レール型電磁飛翔体加速装置、二段式軽ガス銃並びに付帯設備などを利用する共同研究を下記要領のとおり公募いたします。応募される方は同封の申込用紙にご記入の上、当研究本部共同利用係宛お送り下さい。

１．公募テーマの種類

（A）飛翔体搭載用観測機器の基礎開発研究及び完成品の試験

（B）宇宙空間プラズマ、惑星大気における物理現象並びに固体惑星科学を解明するための基礎研究

（C）相模原キャンパス衛星環境試験棟にある磁気シールドルームを利用した試験及び研究

（申し込みにあたっては解明しようとする宇宙空間科学の問題点を明示してください。）

ただし、専門委員会では、昨年度にひきつづきテーマ採択に関し、次のような優先順位を定めましたので、お含みおき下さい。

（１）既に飛翔体搭載が内定している機器のテスト

（２）いくつかの研究グループが同一テーマのもとに行う共同研究

（３）上記以外の各個研究的なもの

〔平成１８年度に行う重点研究項目〕

（１）レール型電磁飛翔体加速装置（通称レールガン）及び二段式軽ガス銃による小物体高速加速の実現とその利用

宇宙科学研究本部のレールガンは約１gのポリカーボネイトを約6.5km/秒まで加速可能です。この銃の特色は比較的大きな弾（直径14mm、長さ5.5mm程度）を約6.5km/秒という高速度に加速可能でありますが、実験頻度は１週間数回に限られます（最高速度ではもっと低頻度になります）。一方、二段式軽ガス銃は約0.2gのナイロン球を秒速4.5km/秒に加速可能であります。この銃の特色としては一日数発撃てるという点と、30μm〜7mmの飛翔体を加速可能な点です。それぞれの銃の特色を生かした実験、レールガンでは高速度の実験や破壊力を要する実験、二段式軽ガス銃では繰り返しを要する実験やサボを用いた実験、そして先駆的な実験が期待されます。

（２）ヘリコン高密度プラズマ源開発とその利用研究

ヘリコン波を用いて1010/cm3から1013/cm3に及ぶ広範囲の密度を持つプラズマ生成が可能となりました。世界最大レベルの大容量ヘリコンプラズマで、密度分布制御や様々な磁場配位での研究も進められているが、その開発研究をさらに推進する。同時に、このプラズマ源を用いた波動実験（アルフベン波、ホイッスラー波、ソリトン、ブラックアウトなどの通信障害）、電離層でのキャビティ乱流のシミュレーション、太陽風シミュレーション、プラズマ推進、高熱負荷実験などの多彩な研究展開が期待されます。

（３）Ｄ　層シミュレーション

　　酸化窒素と水の混合ガスに紫外線を照射すると多種の正負イオンが生成されます。昨年度は正イオンの検出と其の振る舞いを調べましたが本年度は負イオン質量分析計を購入して正負イオンを同時にはかり、1970年代を最後に停滞しているＤ層の化学反応に関する研究の突破口となるような実験ができると期待しております。非常に大きな研究の広がりを持った実験です。

２．装置の概要

（1）大型スペースチェンバー（特殊実験棟１階）

本　体：直径2.5m，長さ約5mのステンレス製円筒状真空槽

排気装置　クライオポンプ＋ターボ分子ポンプ

到達真空度：1×10-7Torr

導入ガスHe，Ar，N2等10-3～10-6Torr

後方拡散型プラズマ源：プラズマ密度103～106cm-3，電子温度0.1～0.5eV

大口径紫外線光源：衛星などからの二次電子放出の影響を調べることができる。

可変磁場装置：チェンバー内の磁場強度、方向を任意に変化できます。ただし、磁場強度は0～2ガウス。チャンバー内の磁場は１メートル立方の領域で１％以内の均一度に抑えることができます。
（2）小型スペースチェーンバー2基（特殊実験棟１階，及び2階）

本　　体：直径約60cm、長さ約1mのステンレス製円筒状真空槽

到達真空度：5×10-7Torr（1階）　1×10-6Torr（2階）

後方拡散型プラズマ源：プラズマ密度104～106cm-3
電子温度　0.1～3eV

ダブルプラズマ装置：電子密度108～109cm-3，電子温度1eV

磁場装置（1階のみ）：ヘルムホルツコイル，本体中心付近に0～60ガウスの一様磁場印加用。

（3）高密度プラズマ発生装置（特殊実験棟2階）

本体：直径75cm，長さ5m，プラズマ密度1011～1014cm-3，パルス放電1Hz繰り返し，

到達真空度1×10-6Torr（タライオポンプ＋ターボ分子ポンプ）

 (4)大口径紫外線光源つきチェンバー（特殊実験棟3階）

①．目的及び用途

電離層E，D層のシミュレーション、例えば、NOガスの電離、各種ガス中でのエネルギー分布の研究、タライスターイオンに関する研究、分光によるN2振動温度の計測等が期待されます。

②．装置概要

直径90cm、長さ1.4mの円筒型チェンバーの一方に紫外線光源、他方に後方拡散型プラズマ源が装着されている。プラズマはジョバン320型分光計により石英ガラスの穴を通して分光できる。

（a）排気系　2,000l/sターボ分子ポンプ

チェンバー内の到達真空度はベータ後には10-8Torrになるように設計されています。

（b）ガス導入系　3種（現在N2，O2，及びHeガス）のガスを同時に導入できる。マスフローコントローラー付

（c）紫外線光源

円筒型の小型重水素ランプを16本点燈すると光源から30cm離れた場所で水素ライマンα線では太陽光の10倍、2,000～25,000Åでは太陽光の約1/5、1,200～1,400Åでは太陽光の約300倍の強度を有する事ができる。NOガスを導入すると103～105/cm3のノイズなしの3桁以上にわたる電圧、電流特性をもつ理想的なマクスウェル分布をしたプラズマが得られます。

（d）後方拡散型プラズマ源

10-4Torrより低い圧力では新しく改良した傍熟型カソード、10-2～10-3Torrでは0.2φのダングステンフィラメントを使用したプラズマ源です。ふつう電子密度は103～105cm3、電子温度は1,000～3,000°Kの静かなプラズマが得られます。

（詳細は、阿部琢美助教授まで　042-759-8176）
（5）低エネルギー荷電粒子計測器較正装置（特殊実験棟3階）

①．目的及び用途

ロケット及び衛星搭載用の低エネルギー荷電粒子計測器の基礎開発実験及び飛翔前の校正テストを行います。低エネルギー荷電粒子とは，0.1～30keVの電子及びイオンです。

②．装置概要

（a）主チェンバー　900φ×1,050L（内部にジンパル台）

（b）主排気系　1,500l/sターボ分子ポンプ

チェンバー内の到達真空度：≦1×10-7Torr

（c）ジンパル機構

	C－1）　2軸回転可
	Ⅹ軸：±15°　（ただし、その中心部は選択可）

Y軸：360°

	C－2）　回転角読取精度
	△Ⅹ：0.3°

△Y：0.l°


（d）イオン・ソース　0.1～15keV（30keVまで可）

永久磁石による質量選別付　160l/s差動排気系付

（e）電　　子　　銃　0.1～15keV（30keVまで可）

· 本較正装置の使用申込みの方は、宇宙科学研究本部　斉藤義文助教授（042-759-8171）にご相談下さい。
（6）レール型電磁飛翔体加速装置（レールガン）（特殊実験棟3階）

300kJのコンデンサーバンクを電源とする粒子加速装置

飛翔体最大速度　約6.5km/s（飛翔体質量1.0g）

飛　翔　体　寸　法　直径13.2-14.2mm

飛　翔　体　質　量　1.0g

飛　翔　体　材　質　ポリカーボネイト

通常運転間隔　１発/２週間（6km/秒の場合）、2発/日(4km/秒以下の場合)
実験用チェンバー　50cm×50cm×200cmのチェンバー1台

直径50cm×60cmのチェンバー2台が加速装置に接続可能になっている

真空系　加速装置本体、実験用チェンバーをロータリーポンプ2台で数Torrまで真空引きを可能。

（7）二段式軽ガス銃（特殊実験棟3階）

ヘリウムのガス圧を用いて飛翔体を加速する飛翔体加速装置

最大運転速度　約4.5km/s（飛翔体質量0.2g）

飛　翔　体　寸　法　直径7mm（サボ使用により、30μm〜3mmも可能）

飛　翔　体　質　量　0.2-0.4g

飛　翔　体　材　質　ナイロン

金属(フライヤープレート)

通常運転間隔　数発/日
実験用チェンバー　直径30cm×30cmのチェンバー1台

直径50cm×60cmのチェンバー1台が加速装置に接続可能になっている

真空系　加速装置本体、実験用チェンバーをロータリーポンプ2台で約0.数Torrまで真空引き可能。

（8）磁気シールドルーム（飛翔体環境試験棟1階）

直径6m、直流及び交流磁場を約80dBシールドします。

（9）振動試験器（特殊実験棟3階）

搭載機器の小型部品の振動試験に供する装置で簡単に操作できる。

綜合仕様

・加振力　　サイン試験時　５．８８ｋＮ（６６０ｋｇｆ）

　　　　　ランダム試験時　　４．１１ｋＮｒｍｓ（４２０ｋｇｆｒｍｓ）

・最大変位　　２０ｍｍｐ−ｐ

・最大速度　　１５０ｃｍ/s

・振動数範囲　　振動発生機単体　　１Ｈｚ−３５００Ｈｚ

・無負荷最大加速度　　振動発生機単体　サイン試験時　９０４．０ｍ/S2 (92.2G)

                                    ランダム試験時　　632.8m/S2 (64.5Grms)

・最大搭載質量　振動発生器機単体　　　６０ｋｇ　

・総可動部質量　振動発生器機単体　　　６.５ｋｇ

３．研　究　期　間　平成18年4月～平成19年3月

４．申　込　期　限　平成18年3月18日（土）

５．申込書送付先　〒229-8510　神奈川県相模原市由野台3－1－1

独立行政法人　宇宙航空研究開発機構　宇宙科学研究本部

　　　　科学推進部研究推進室研究マネジメント課　共同利用係

電　　話　042-759-8019

ﾒ-ﾙｱﾄﾞﾚｽ　ezawa.kazuhiro@jaxa.jp
（封筒に「スペース・プラズマ公募」と表記のこと）

６．共同利用研究申込書作成に対しての注意点

・新規申込については実験配置図を申請書に添付してください。書式は自由です。

· 継続申込については進捗状況、途中結果などについて記述してください。

· 研究実績は本共同利用研究を用いた過去５年以内の研究実績のみお書きください。研究実績は論文、総説、卒業・修士・博士論文、国内外の研究会での発表を含みます。なお、研究実績の欄が足りない場合は別紙で提出しても構いません。

· 緊急に実験が必要な場合は年度途中でも共同利用を認める場合がありますので、別途スペース・プラズマ専門委員会にご相談ください。
· なお、共同利用研究申込書は http://www.ted.isas.jaxa.jp/spf/application.html からダウンロードすることが可能です。

７．本共同利用研究で得られた研究成果の公表について

研究成果の公表の際には、その論文、報告等に「宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究本部スペースプラズマ共同研究設備」を利用した旨明記するとともに、当該論文、報告の別刷または写しをスペースプラズマ専門員会に提出してください。なお英文の 場合は以下の例を参考に謝辞で明記下さい。

・The experiments were conducted and supported by the Space Plasma Laboratory, ISAS, JAXA.

・This research was supported by the Space Plasma Laboratory, ISAS, JAXA.
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